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1.  平成23年3月期の連結業績（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

 

(3) 連結キャッシュ・フローの状況 

  

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期 137,706 12.8 7,832 46.0 7,362 51.8 3,050 24.1
22年3月期 122,129 △14.5 5,365 94.8 4,851 238.1 2,457 ―

（注）包括利益 23年3月期 2,498百万円 （―％） 22年3月期 ―百万円 （―％）

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり

当期純利益
自己資本当期純利

益率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

23年3月期 246.91 227.45 22.2 9.0 5.7
22年3月期 198.92 181.87 21.3 5.9 4.4

（参考） 持分法投資損益 23年3月期  349百万円 22年3月期  258百万円

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期 80,220 23,918 17.9 1,161.67
22年3月期 84,037 22,156 15.6 1,061.09

（参考） 自己資本   23年3月期  14,353百万円 22年3月期  13,110百万円

営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

23年3月期 14,210 △4,648 △8,225 6,317
22年3月期 9,111 △3,850 △4,675 4,951

2.  配当の状況 

（注）平成24年3月期の配当予想につきましては未定であり、業績予想の算定が可能となった時点で開示いたします。 

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

22年3月期 ― 0.00 ― 15.00 15.00 185 7.6 1.6
23年3月期 ― 13.00 ― 7.00 20.00 247 8.1 1.0
24年3月期(予想) ― ― ― ― ― ―

3.  平成24年3月期の連結業績予想（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 
平成24年3月期の連結業績予想については、平成23年3月11日に発生した東日本大震災の影響により、現時点では合理的な算定が困難であるため未定
といたしました。今後、連結業績予想の算定が可能となった時点で開示いたします。 



4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 有  

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）詳細は、23ページ「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更」をご覧下さい。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

（注）1株当たり当期純利益（連結）の算定の基礎となる株式数については、32ページ「１株当たり情報」をご覧下さい。 

新規 ―社 （社名） 、 除外 2社 （社名）

エフアンドピージョージア・マニュファ
クチャリング・インコーポレーテッド、 
ダイナミグ・マニュファクチャリングオ
ブ・ストラッドフォード・インコーポレー
テッド

① 会計基準等の改正に伴う変更  ： 有
② ①以外の変更  ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期 12,390,000 株 22年3月期 12,390,000 株
② 期末自己株式数 23年3月期 34,364 株 22年3月期 34,061 株
③ 期中平均株式数 23年3月期 ― 株 22年3月期 ― 株

（参考）個別業績の概要 

1.  平成23年3月期の個別業績（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 

 

(2) 個別財政状態 

  

(1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期 50,830 8.1 853 ― 1,743 272.2 515 846.5
22年3月期 47,030 △20.4 4 ― 468 ― 54 ―

1株当たり当期純利益 潜在株式調整後1株当たり当期純
利益

円 銭 円 銭

23年3月期 41.59 38.15
22年3月期 4.39 3.80

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期 40,619 10,442 25.7 843.08
22年3月期 43,372 10,332 23.8 834.16

（参考） 自己資本 23年3月期  10,442百万円 22年3月期  10,332百万円

※ 監査手続の実施状況に関する表示 
この決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく財務諸表の監査手続きは終了しておりません。 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
平成24年3月期の連結業績予想については、平成23年3月11日に発生した東日本大震災の影響により、現時点では合理的な算定が困難であるため未定
といたしました。今後、連結業績予想の算定が可能になった時点で開示いたします。 
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(1）経営成績に関する分析 

 当連結会計年度の当社グループを取り巻く経営環境は、上半期はエコカー補助金制度やエコカー減税の政策効果が

奏功し、国内自動車販売はリーマンショックでの大幅な落ち込みから回復基調で推移しました。世界の自動車販売

は、各国政府の景気刺激策の打切りや中国を中心としたアジア諸国での在庫調整などによる反動減が秋以降一旦出た

ものの、年明け後は、北米の景気が緩やかに回復し、景気の踊り場を脱する動きが見られました。また中国他新興国

においても堅調な景気状況を維持してきました。しかしながら、3月11日に発生した東日本大震災による国内自動車

メーカーの部品調達に影響が出た事により、年度末まで生産休止の判断をせざるを得ない状況となりました。 

 このような中で当社グループの主要な活動状況といたしましては、国内製造面においては本田技研工業株式会社の

新型「フィットハイブリッド」向け部品の生産を開始しました。 

 営業面では、ＨＶ／ＥＶの環境自動車向け製品の拡販受注に注力してきた結果、三菱自動車株式会社の「アイミー

ブ」、日産自動車株式会社の「リーフ」向け部品を受注し、生産を開始しました。今後もお客様のニーズを的確に捉

え、当社独自の提案を行う事で、積極的な受注活動を推進してまいります。  

 開発面では、エフテックアールアンドディフィリピン・インコーポレーテッドを２シフト体制で稼動した事により

日本・北米・アジアの開発拠点が24時間連携するグローバル開発体制の運用を開始しました。開発領域への経営資源

の投入を進め、開発効率を更に高める事で、足廻り複合機能部品メーカーとして進化を図ってまいります。 

 当社グループの事業活動を通し、得意先各社から評価を得た結果、国内では本田技研工業株式会社より当社海外拠

点の自立化の推進及び全世界での品質実績が高く評価され、取引先で唯一、グローバル品質賞を受賞いたしました。

また、海外子会社においても得意先より各種アワードを受賞いたしました。 

 当連結会計年度は、東日本大震災の影響や為替換算上の影響などはありましたが、各地域で得意先の販売が堅調に

推移(金型設備売上の増加を含む)したことや全社の原価低減、合理化効果により、売上高は 百万円と前期比

12.8%増と堅調に推移し、営業利益は 百万円と前期比46.0%増となりました。 

 地域別セグメントの状況は次の通りであります。 

 日本は主要得意先の生産増加により売上が増加し、売上高は 百万円（前年同期比8.3%増）、営業利益は

百万円（前年同期は営業損失 百万円）となりました。 

 北米は、Honda Manufacturing Of Alabama,LLCの新型オデッセイの好調な販売及びGeneral Motors Groupの販売増

により、売上高は 百万円（前年同期比15.8%増）、営業利益は 百万円（前年同期比90.7%増）となりまし

た。 

 アジアは中国をはじめ各国市場が好調に推移した事により、売上高は 百万円（前年同期比13.4%増）、営業

利益は 百万円（前年同期比3.2%増）となりました。 
  

＜次期の見通し＞ 

 ３月11日に発生した東日本大震災は国内自動車産業のみならず世界経済へも様々な影響を与えており、その影響が

長期化する可能性を否定できません。現状主要得意先の生産は国内、海外共に減産状態であり、今後の生産見通しも

不透明な為、平成24年度３月期の連結業績を合理的に算定する事が困難な状況にあり、現時点においては業績予想を

見極められない状態であります。今後、得意先の生産動向が明らかになり、当社として合理的な算定が可能となった

時点で速やかに開示する事といたします。 

  

１．経営成績

137,706

7,832

45,537

1,213 109

63,660 3,806

28,508

2,898
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(2）財政状態に関する分析  

①資産、負債、純資産等の状況 

 当連結会計年度における財政状態は、前連結会計年度末と比べ、総資産は 百万円減少し 百万円とな

りました。 

 純資産は 百万円増加し 百万円となりました。この結果、自己資本比率は前連結会計年度末の %か

ら %となりました。 

②キャッシュフローの状況 

 当連結会計年度における連結ベースの現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、税金等調整前当期純利

益 百万円、減価償却費 百万円、売上債権の減少 百万円、及び仕入債務の増加 百万円により増加

し、一方でたな卸資産の増加 百万円、有形固定資産取得による支出 百万円、有利子負債の純減 百

万円、及び法人税等の支払額 百万円等で減少した結果、前連結会計年度末に比べ、 百万円（前連結会計年

度末比 %）増加し、当連結会計年度末には 百万円となりました。 
  

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 これは主に税金等調整前当期純利益 百万円、減価償却費 百万円、売上債権の減少 百万円、仕入債

務が 百万円増加した結果、営業活動で得られた資金は 百万円（前連結会計年度末比 %増）となりまし

た。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 これは主に有形固定資産の取得 百万円、無形固定資産の取得により 百万円使用した結果、投資活動に使

用した資金は 百万円（前連結会計年度末比 %増）となりました。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 これは主に長期借入金による収入で 百万円増加しましたが、長期借入金の返済 百万円、社債の償還に

よる支出 百万円、短期借入金の純減 百万円、及びファイナンス・リース債務の返済による支出 百万円を

使用した結果、財務活動により使用した資金は 百万円（前連結会計年度末比 %増）となりました。 
  

  

   （注） 自己資本比率：自己資本／総資産 

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産 

キャッシュ・フロー対有利子負債比率(年)：有利子負債／営業キャッシュ・フロー 

インタレスト・カバレッジ・レシオ：営業キャッシュ・フロー／利払い 

  

    ※各指標は、いずれも連結ベースの財務数値により算出しております。 

    ※株式時価総額は、期末株価終値×期末発行済株式数（自己株式控除後）により算出しております。 

    ※営業キャッシュ・フローは連結キャッシュ・フロー計算書の営業活動によるキャッシュ・フローを使用し

ております。有利子負債は、連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている全ての負債を

対象としております。また、利払いについては、連結キャッシュ・フロー計算書の利息の支払額を使用して

おります。 

(3)利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当 

 当社の利益配分に関する基本方針は、業績に基づく利益還元を基本とし、財務体質の強化を図りながら利益の状

況、将来の事業展開など長期的な視野に立ち、また節目に応じて記念配当、株式分割などを検討し、株主の皆様への

利益還元を図ってまいります。なお、期末配当金については、株主総会の決議事項といたします。 

 また、重要な経営指標といたしましては、連結当期純利益に対する配当性向の当面の目処を10％以上としていくこ

とを配当方針としておりましたが、当期の配当金につきましては東日本大震災の影響による今後の経営環境が先行き

不透明であることなどを総合的に勘案し、１株当たり中間配当金を13円、期末配当金を7円の年間20円とさせて頂く

予定であります。 

 なお、次期の配当金につきましては、未定とさせていただき、業績予想の算定が可能となりました時点で開示いた

します。 

3,816 80,220

1,762 23,918 15.6

17.9

6,092 7,017 703 707

1,152 4,607 6,791

863 1,365

27.6 6,317

6,092 7,017 703

707 14,210 56.0

4,607 139

4,648 20.7

4,340 7,058

4,000 72 629

8,225 76.0

(参考)キャッシュ・フロー関連指標の推移         

  
第53期 

平成20年３月期 

第54期 

平成21年３月期 

第55期 

平成22年３月期 

第56期 

平成23年３月期

自己資本比率（％） 18.7 12.5  15.6 17.9

時価ベースの自己資本比率（％） 17.4 6.9  21.4  21.4

キャッシュ・フロー対 

有利子負債比率（年） 
4.0 5.4  4.4  2.3

インタレスト・カバレッジ・レシオ(倍) 8.8 6.3  10.0  19.2
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 当社グループ（当社及び当社の関係会社）は、当社、子会社16社、関連会社６社及びその他の関係会社１社で構成

され、自動車部品及びそれに伴う金型、機械機具等の製造、販売を行う「自動車部品関連事業」を主な事業内容とし

ております。また、これに関連する研究開発活動を展開しております。当社と継続的で緊密な事業上の関係にあるそ

の他の関係会社である本田技研工業株式会社は主要な得意先であります。 

 当社グループの事業に係る位置づけは、次のとおりであります。 

２．企業集団の状況
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(1)会社の経営の基本方針 

 当社は、自立した個人を重んじ、和を尊び、協力を旨とする“人間尊重”、失敗を恐れず困難な道を選択する 

“チャレンジ精神”、環境・地域社会、株主・従業員との共生を目指すことを基本理念として、地球規模で優れた 

技術力による優良な品質の製品を適正な価格で提供することに努めてまいります。 

 この企業活動の推進により世界中の得意先からの顧客満足度№１の実現と、一般社会からのその存在を期待される

企業作りに邁進してまいります。 

  

(2)会社の対処すべき課題 

 東日本大震災の発生により当社グループ国内生産拠点への影響は軽微であったものの、日本経済全体への影響は相

当長期化すると思われます。特に自動車産業の部品供給網（サプライチェーン）への影響は甚大で、震災前の生産状

況に回復する時期は依然不透明であり、今後の当社の経営環境に与える影響も不透明であります。然しながら、この

ような経営環境下においても、経営環境の変化に弾力的に対応する経営方針を掲げ、経営施策を着実に実行し、堅実

な事業推進を図ります。当社グループといたしましては供給責任を果たす為の生産体制は万全を期しており、得意先

の生産状況の回復に応じ、適切に対応してまいります。 

①投資の効率化 

 当社グループの投資活動については、東日本大震災の発生により、全ての新規投資案件の見直しを決定しました

が、事業投資の「選択と集中」により優先順位を明確化し、取締役会又は設備投資委員会にて投資対効果を検証、審

議した上で実行してまいります。 

②合理化施策 

 東日本大震災を受け、製造経費、販売管理費の削減諸施策を既に実行に移しております。また、グループ各拠点の

安全、品質、設備保全を国内生産部門が再検証し最適化する事で、製造領域における競争力を更に向上させる取組を

行ってまいります。今後益々複雑化する事業環境の中で、グローバルな事業展開を適切に実行していく為に、競争力

を継続的に強化し、如何なる事業環境の変化にも堪え得る企業体質の実現に向け全力を尽くしてまいります。 

  

(3)親会社等に関する事項 

（注）親会社等の議決権所有割合欄の（ ）内は、間接所有割合で外数であります。 

  

②親会社等の企業グループにおける当社の位置付け、その他の当社と親会社等との関係 

本田技研工業株式会社は、当社議決権の21.2％（間接保有0.7％含む）を保有しており、当社はその持分法適

用会社であります。 

本田技研工業株式会社（以下「ホンダ」という。）及びホンダグループは、当社の足廻り機能部品の最大の販

売先であり、当期の連結売上高 百万円のうちホンダグループに対する売上高は 百万円（80.8%）

を占めております。 

親会社等との人的な関係については、当期末現在において親会社等の従業員１名が、当社の社外監査役となっ

ております。 

以上のように、当社とホンダグループは資本、取引等の面で緊密な関係にありますが、経営の基本方針及び日

常の事業活動については、自主自立を基本として上場会社として独立性を確保しております。 

  

３．経営方針

 ①親会社等の商号     （平成23年３月31日現在） 

親会社等 属性 
親会社等の議決

権所有割合(％)

親会社等が発行する株券が 

上場されている証券取引所等 

本田技研工業株式会社 その他 20.6 東京証券取引所 大阪証券取引所 

  関係会社 （0.7） ロンドン証券取引所 ニューヨーク証券取引所 

137,706 111,299
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４．連結財務諸表 
（１）連結貸借対照表 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成22年３月31日) 

当連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 4,962 6,320

受取手形及び売掛金 ※2  17,612 15,777

商品及び製品 1,935 2,380

仕掛品 2,440 2,636

原材料及び貯蔵品 4,299 4,237

繰延税金資産 172 187

その他 1,411 2,095

貸倒引当金 △66 △0

流動資産合計 32,768 33,635

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） ※2,※3  17,507 ※2,※3  16,079

機械装置及び運搬具（純額） ※2,※3  20,478 ※2,※3  17,000

金型治工具（純額） ※3  469 ※3  525

土地 ※2  5,549 ※2  5,642

リース資産（純額） ※3  801 ※3  689

建設仮勘定 1,043 1,645

その他（純額） ※3  562 ※3  485

有形固定資産合計 46,412 42,069

無形固定資産   

ソフトウエア 272 283

施設利用権 249 69

その他 443 537

無形固定資産合計 965 890

投資その他の資産   

投資有価証券 ※1  2,245 ※1  2,462

長期貸付金 261 275

繰延税金資産 409 392

その他 1,053 568

貸倒引当金 △80 △75

投資その他の資産合計 3,890 3,624

固定資産合計 51,268 46,585

資産合計 84,037 80,220
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成22年３月31日) 

当連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 13,504 13,383

短期借入金 ※2  9,118 ※2  8,533

1年内償還予定の社債 4,004 2,447

1年内返済予定の長期借入金 ※2  6,722 ※2  6,529

リース債務 513 466

未払法人税等 674 552

未払金 2,000 2,313

設備関係支払手形 50 95

役員賞与引当金 21 96

災害損失引当金 － 615

その他 1,997 3,260

流動負債合計 38,607 38,292

固定負債   

社債 2,447 －

長期借入金 ※2  18,093 ※2  14,909

リース債務 343 272

繰延税金負債 810 1,314

退職給付引当金 1,135 991

役員退職慰労引当金 207 188

長期未払金 － 129

負ののれん 106 100

その他 129 102

固定負債合計 23,273 18,009

負債合計 61,880 56,301

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,677 2,677

資本剰余金 3,115 3,115

利益剰余金 9,951 12,655

自己株式 △20 △21

株主資本合計 15,723 18,426

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 282 249

為替換算調整勘定 △2,895 △4,322

その他の包括利益累計額合計 △2,612 △4,073

少数株主持分 9,045 9,565

純資産合計 22,156 23,918

負債純資産合計 84,037 80,220
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（２）連結損益及び包括利益計算書 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

売上高 122,129 137,706

売上原価 ※5  107,401 ※5  118,713

売上総利益 14,727 18,993

販売費及び一般管理費 ※1,※5  9,362 ※1,※5  11,160

営業利益 5,365 7,832

営業外収益   

受取利息 39 88

受取配当金 20 12

持分法による投資利益 258 349

その他 261 108

営業外収益合計 579 558

営業外費用   

支払利息 912 765

為替差損 91 248

その他 89 15

営業外費用合計 1,093 1,029

経常利益 4,851 7,362

特別利益   

固定資産売却益 ※2  12 ※2  64

貸倒引当金戻入額 197 71

その他 8 －

特別利益合計 218 135

特別損失   

固定資産売却損 ※3  5 ※3  0

固定資産除却損 ※4  210 ※4  144

投資有価証券評価損 0 7

減損損失 ※6  151 ※6  363

生産補償費 42 －

災害による損失 － ※7  849

持分変動損失 － 34

その他 1 5

特別損失合計 412 1,405

税金等調整前当期純利益 4,657 6,092

法人税、住民税及び事業税 1,105 1,190

法人税等還付税額 － △434

法人税等調整額 70 645

法人税等合計 1,175 1,400

少数株主損益調整前当期純利益 － 4,692

少数株主利益 1,023 1,641

当期純利益 2,457 3,050
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

少数株主利益 － 1,641

少数株主損益調整前当期純利益 － 4,692

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 － △52

為替換算調整勘定 － △2,118

持分法適用会社に対する持分相当額 － △22

その他の包括利益合計 － △2,193

包括利益 － 2,498

（内訳）   

親会社株主に係る包括利益 － 1,589

少数株主に係る包括利益 － 908
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（３）連結株主資本等変動計算書 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

株主資本   

資本金   

前期末残高 2,677 2,677

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 2,677 2,677

資本剰余金   

前期末残高 3,115 3,115

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 3,115 3,115

利益剰余金   

前期末残高 7,493 9,951

当期変動額   

剰余金の配当 － △346

当期純利益 2,457 3,050

当期変動額合計 2,457 2,703

当期末残高 9,951 12,655

自己株式   

前期末残高 △20 △20

当期変動額   

自己株式の取得 － △0

当期変動額合計 － △0

当期末残高 △20 △21

株主資本合計   

前期末残高 13,265 15,723

当期変動額   

剰余金の配当 － △346

当期純利益 2,457 3,050

自己株式の取得 － △0

当期変動額合計 2,457 2,703

当期末残高 15,723 18,426
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金   

前期末残高 67 282

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 215 △33

当期変動額合計 215 △33

当期末残高 282 249

為替換算調整勘定   

前期末残高 △3,367 △2,895

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 472 △1,427

当期変動額合計 472 △1,427

当期末残高 △2,895 △4,322

その他の包括利益累計額合計   

前期末残高 △3,300 △2,612

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 687 △1,461

当期変動額合計 687 △1,461

当期末残高 △2,612 △4,073

少数株主持分   

前期末残高 8,375 9,045

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 670 520

当期変動額合計 670 520

当期末残高 9,045 9,565

純資産合計   

前期末残高 18,340 22,156

当期変動額   

剰余金の配当 － △346

当期純利益 2,457 3,050

自己株式の取得 － △0

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 1,358 △940

当期変動額合計 3,816 1,762

当期末残高 22,156 23,918

㈱エフテック（7212）平成23年3月期決算短信

11



（４）連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前当期純利益 4,657 6,092

減価償却費 7,596 7,017

減損損失 151 363

のれん償却額 △3 135

退職給付引当金の増減額（△は減少） △164 △140

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △13 △19

役員賞与引当金の増減額（△は減少） 21 75

貸倒引当金の増減額（△は減少） △197 △71

災害損失引当金の増減額（△は減少） － 615

受取利息及び受取配当金 △60 △100

支払利息 912 765

為替差損益（△は益） △21 △17

持分法による投資損益（△は益） △258 △349

投資有価証券売却損益（△は益） 0 0

投資有価証券評価損益（△は益） 0 7

有形固定資産売却損益（△は益） △6 △63

有形固定資産除却損 210 297

売上債権の増減額（△は増加） △6,548 703

たな卸資産の増減額（△は増加） 503 △1,152

仕入債務の増減額（△は減少） 3,329 707

その他 799 216

小計 10,908 15,083

利息及び配当金の受取額 66 116

利息の支払額 △929 △742

法人税等の支払額 △933 △863

法人税等の還付額 － 616

営業活動によるキャッシュ・フロー 9,111 14,210

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △3,115 △4,607

有形固定資産の売却による収入 90 60

無形固定資産の取得による支出 △166 △139

投資有価証券の取得による支出 △17 △21

投資有価証券の売却による収入 1 0

子会社株式の取得による支出 △575 －

その他 △66 59

投資活動によるキャッシュ・フロー △3,850 △4,648
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △4,574 △72

長期借入れによる収入 8,410 4,340

長期借入金の返済による支出 △5,430 △7,058

社債の償還による支出 △2,233 △4,000

自己株式の取得による支出 － △0

配当金の支払額 △1 △345

少数株主への配当金の支払額 △353 △458

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △492 △629

財務活動によるキャッシュ・フロー △4,675 △8,225

現金及び現金同等物に係る換算差額 152 30

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 737 1,365

現金及び現金同等物の期首残高 ※1  4,213 ※1  4,951

現金及び現金同等物の期末残高 ※1  4,951 ※1  6,317
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該当事項はありません。 

（5）継続企業の前提に関する注記
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（6）連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項

  
前連結会計年度

(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

１．連結の範囲に関する事項 (1)連結子会社の数      16社 

エフアンドピー・マニュファクチャ

リング・インコーポレーテッド 

エフアンドピーアメリカ・マニュフ

ァクチャリング・インコーポレーテ

ッド 

ダイナミグ・マニュファクチャリン

グオブ・ストラッドフォード・イン

コーポレーテッド 

エフテックフィリピン・マニュファ

クチャリング・インコーポレーテッ

ド 

エフアンドピージョージア・マニュ

ファクチャリング・インコーポレー

テッド 

エフイージー・デ・ケレタロ・ソシ

エダアノニマ・デ・カピタルバリア

ブレ 

偉福科技工業（中山）有限公司 

エフテックノースアメリカ・インコ

ーポレーテッド 

エフテックアールアンドディノース

アメリカ・インコーポレーテッド 

偉福科技工業（武漢）有限公司 

フクダエンジニアリング㈱ 

㈱九州エフテック 

エフテック・マニュファクチャリン

グ（タイランド）リミテッド 

㈱リテラ  

福田模具技術（煙台）有限公司  

エフテックアールアンドディフィリ

ピン・インコーポレーテッド 

渡辺樹脂工業㈱は平成21年10月1日付

けでフクダエンジニアリング㈱に吸収

合併されたため、連結の範囲から除外

しております。 

(1)連結子会社の数      14社 

エフアンドピー・マニュファクチャ

リング・インコーポレーテッド 

エフアンドピーアメリカ・マニュフ

ァクチャリング・インコーポレーテ

ッド 

エフテックフィリピン・マニュファ

クチャリング・インコーポレーテッ

ド 

エフイージー・デ・ケレタロ・ソシ

エダアノニマ・デ・カピタルバリア

ブレ 

偉福科技工業（中山）有限公司 

エフテックアールアンドディノース

アメリカ・インコーポレーテッド 

偉福科技工業（武漢）有限公司 

フクダエンジニアリング㈱ 

㈱九州エフテック 

エフテック・マニュファクチャリン

グ（タイランド）リミテッド 

㈱リテラ  

福田模具技術（煙台）有限公司  

エフテックアールアンドディフィリ

ピン・インコーポレーテッド 

煙台福研商貿有限公司  

当社の米国子会社であったエフアンド

ピージョージア・マニュファクチャリ

ング・インコーポレーテッド及びエフ

テックノースアメリカ・インコーポレ

ーテッドは、平成22年４月１日付けで

エフアンドピーアメリカ・マニュファ

クチャリング・インコーポレーテッド

に吸収合併されたため、連結の範囲か

ら除外しております。また、加国子会

社であった、ダイナミグ・マニュファ

クチャリングオブ・ストラッドフォー

ド・インコーポレーテッドも同日付け

でエフアンドピー・マニュファクチャ

リング・インコーポレーテッドに吸収

合併されたため連結の範囲から除外し

ており、また、煙台福研商貿有限公司

については、当子会社フクダエンジニ

アリング㈱が新たに設立したため、連

結の範囲に含めております。 

  (2)非連結子会社の数     ２社 

㈱三共プレス工業 

ラグナ・グリーンランド・コーポレ

ション  

(2)非連結子会社の数     ２社 

同左  

  (連結の範囲から除いた理由) 

非連結子会社は小規模会社であり、

総資産、売上高、当期純損益(持分

に見合う額)及び利益剰余金(持分に

見合う額)等は、いずれも連結財務

諸表に重要な影響を及ぼしていない

ためであります。 

(連結の範囲から除いた理由) 

同左 
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項目 
前連結会計年度

(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

２．持分法の適用に関する 

  事項 

(1)持分法適用の非連結子会社の数 １社 

㈱三共プレス工業 

(1)持分法適用の非連結子会社の数 １社 

同左 

  (2)持分法適用の関連会社の数  ４社 

㈱城南製作所  

ジョーナンアメリカ・インコーポレ

ーテッド 

ジョーナン・エフテック・タイラン

ド・リミテッド 

ジョーナン・デ・メキシコ・ソシエ

ダアノニマ・デ・カピタルバリアブ

レ  

(2)持分法適用の関連会社の数    ４社 

同左 

  (3)持分法を適用していない非連結子会社

の数           １社 

ラグナ・グリーンランド・コーポレ

ーション 

(3)持分法を適用していない非連結子会社

の数           １社 

同左 

  持分法を適用していない関連会社の数 

             １社 

プログレッシブ・ツールズアンド・

コンポーネンツ・リミテッド 

持分法を適用していない関連会社の数 

             ２社 

プログレッシブ・ツールズアンド・

コンポーネンツ・リミテッド 

ジョーナンユーケー・リミテッド 

ジョーナンユーケー・リミテッドにつ

いては、当関連会社㈱城南製作所が新

たに設立しました。 

  (持分法を適用していない理由) 

持分法を適用していない非連結子会

社及び関連会社は、当期純損益（持

分に見合う額）及び利益剰余金（持

分に見合う額）等からみて、持分法

の対象から除いても連結財務諸表に

及ぼす影響は軽微であり、かつ全体

としても重要性がないため持分法の

適用から除外しております。 

(持分法を適用していない理由) 

同左 

  (4)持分法適用会社のうち、決算日が連結

決算日と異なる会社については、各社

の事業年度に係る財務諸表を使用して

おります。 

(4)       同左 

    (会計方針の変更) 

   当連結会計年度より、「持分法に関

する会計基準」(企業会計基準第16号 

平成20年３月10日公表分)及び「持分法

適用関連会社の会計処理に関する当面

の取扱い」(実務対応報告第24号 平成

20年３月10日)を適用しております。 

   なお、これによる当連結会計年度の

経常利益及び税金等調整前当期純利益

に与える影響はありません。 
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前連結会計年度

(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

３．連結子会社の事業年度等

に関する事項 

 連結子会社のうち、エフテックフィリ

ピン・マニュファクチャリング・インコ

ーポレーテッド、エフテックアールアン

ドディフィリピン・インコーポレーテッ

ドの決算日は１月31日、エフイージー・

デ・ケレタロ・ソシエダアノニマ・デ・

カピタルバリアブレ、偉福科技工業（中

山）有限公司、偉福科技工業（武漢）有

限公司、エフテック・マニュファクチャ

リング（タイランド）リミテッド、福田

模具技術(煙台)有限公司の決算日は12月

31日、㈱リテラの決算日は２月28日であ

ります。 

 連結財務諸表の作成に当たっては、同

決算日現在の財務諸表を使用しておりま

す。ただし、連結決算日と上記決算日と

の間に発生した重要な取引については、

連結上必要な調整を行っております。 

 連結子会社のうち、エフテックフィリ

ピン・マニュファクチャリング・インコ

ーポレーテッド、エフテックアールアン

ドディフィリピン・インコーポレーテッ

ドの決算日は１月31日、エフイージー・

デ・ケレタロ・ソシエダアノニマ・デ・

カピタルバリアブレ、偉福科技工業（中

山）有限公司、偉福科技工業（武漢）有

限公司、エフテック・マニュファクチャ

リング（タイランド）リミテッド、福田

模具技術(煙台)有限公司、煙台福研商貿

有限公司の決算日は12月31日、㈱リテラ

の決算日は２月28日であります。 

 連結財務諸表の作成に当たっては、同

決算日現在の財務諸表を使用しておりま

す。ただし、連結決算日と上記決算日と

の間に発生した重要な取引については、

連結上必要な調整を行っております。 

４．会計処理基準に関する 

  事項 
    

(1)重要な資産の評価基準 

 及び評価方法 

①有価証券 ①有価証券 

  その他有価証券 

時価のあるもの 

……決算日の市場価格等に基

づく時価法を採用してお

ります。 

（評価差額は全部純資産

直入法により処理し、売

却原価は移動平均法によ

り算定しております。） 

その他有価証券 

時価のあるもの 

  

   

同左 

  時価のないもの 

……移動平均法による原価法

を採用しております。 

時価のないもの 

同左 

  ②デリバティブ  

 時価法 

②デリバティブ  

同左 

  ③たな卸資産 

 当社及び国内連結子会社は主として

総平均法による原価法(貸借対照表価額

は収益性の低下に基づく簿価切り下げ

の方法により算定)を採用しておりま

す。また、在外連結子会社は主として

先入先出法による低価法を採用してお

ります。 

③たな卸資産 

同左 
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前連結会計年度

(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

(2)重要な減価償却資産の 

  減価償却の方法 

①有形固定資産(リース資産を除く) 

 定額法を採用しております。 

ただし、一部の国内連結子会社について

は平成10年３月31日以前に取得した建物

については、定率法を採用しておりま

す。 

①有形固定資産(リース資産を除く) 

 定額法を採用しております。 

ただし、一部の国内連結子会社について

は平成10年３月31日以前に取得した建物

については、定率法を採用しておりま

す。 

  （会計方針の変更） 

 従来、当社は建物、車種別専用設備

（機械装置）及び金型治工具を除く有

形固定資産の減価償却方法は定率法に

よっておりましたが、当連結会計年度

より定額法へ変更しております。 

 この変更は、経済環境の変化による

販売・生産量の低下を機に、生産設備

の汎用化及びそれに伴う生産体制の抜

本的な見直しにより、定額法が生産実

態に即したより合理的な費用配分であ

ることから行ったものであります。 

 この変更により、従来の方法に比べ

て、営業利益、経常利益及び税金等調

整前当期純利益は、それぞれ 百万円

増加しております。 

 なお、セグメント情報に与える影響

は、該当箇所に記載しております。  

302

 ― 

  

  ②無形固定資産(リース資産を除く) 

定額法を採用しております。 

 なお、ソフトウェア(自社利用)に 

ついては、社内における利用可能期間

(５年)に基づく定額法を採用しており

ます。 

②無形固定資産(リース資産を除く) 

同左 

  ③リース資産 

 リース期間を耐用年数とし、残存価

額を零とする定額法を採用しておりま

す。 

 なお、当社及び国内連結子会社は所

有権移転外ファイナンス・リース取引

のうち、リース取引開始日が平成20年

３月31日以前のリース取引について

は、通常の賃貸借取引に係る方法に準

じた会計処理によっております。  

③リース資産 

同左 

㈱エフテック（7212）平成23年3月期決算短信

18



 項目 
前連結会計年度

(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

(3)重要な引当金の計上基準 ①貸倒引当金 

 債権の貸倒れによる損失に備える

ため一般債権については貸倒実績率

により、貸倒懸念債権等特定の債権

については個別に回収可能性を勘案

し、回収不能見込額を計上しており

ます。 

①貸倒引当金 

同左 

  ②退職給付引当金 

 当社及び退職金制度を有する子会

社については、従業員の退職給付に

備えるため、当連結会計年度末にお

ける退職給付債務及び年金資産の見

込額に基づき計上しております。 

数理計算上の差異は、各連結会計年

度の発生時における従業員の平均残

存勤務期間内の一定の年数（主とし

て５年）による定額法により按分し

た額をそれぞれ発生の翌連結会計年

度から費用処理することとしており

ます。 

  過去勤務債務については、その発

生時における従業員の平均残存勤務

期間の一定の年数(５年)による定額

法により按分した額を費用処理する

こととしております。  

(会計方針の変更) 

 当連結会計年度より、「「退職給

付に係る会計基準」の一部改正(その

３)」(企業会計基準第19号 平成20

年７月31日)を適用しております。 

 なお、これによる営業利益、経常

利益及び税金等調整前当期純利益に

与える影響はありません。 

 また、当連結会計年度末において

退職給付債務の差額は発生しており

ません。  

(追加情報) 

 当社は、平成21年４月１日付けで

退職年金制度を改定し、税制適格退

職年金制度から確定給付企業年金法

による規約型確定給付企業年金制度

へ移行しております。 

 この移行に伴う会計処理について

は、「退職給付制度間の移行等に関

する会計処理」(企業会計基準適用指

針第１号)を適用しております。この

改定により、退職給付債務が 百万

円増加し、当該増加額は過去勤務債

務として、その発生時における従業

員の平均残存勤務期間以内の一定年

数(５年)による定額法により費用処

理しております。 

281

②退職給付引当金 

 当社及び退職金制度を有する子会

社については、従業員の退職給付に

備えるため、当連結会計年度末にお

ける退職給付債務及び年金資産の見

込額に基づき計上しております。 

数理計算上の差異は、各連結会計年

度の発生時における従業員の平均残

存勤務期間内の一定の年数（主とし

て５年）による定額法により按分し

た額をそれぞれ発生の翌連結会計年

度から費用処理することとしており

ます。 

  過去勤務債務については、その発

生時における従業員の平均残存勤務

期間の一定の年数(５年)による定額

法により按分した額を費用処理する

こととしております。  

―  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

― 
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 項目 
前連結会計年度

(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

   これにより、当連結会計年度の営業利

益、経常利益及び税金等調整前当期純利

益は、それぞれ 百万円減少しておりま

す。 

 なお、セグメント情報に与える影響

は、当該箇所に記載しております。  

    

56

  

    

  ③役員退職慰労引当金 

当社及び子会社の一部は役員の退職

慰労金の支払に充てるため、内規に

基づく期末要支給額を引当計上して

おります。 

③役員退職慰労引当金 

同左 

  ④役員賞与引当金 

 当社及び子会社の一部は、役員賞

与の支出に備えるため、当連結会計

年度における支出見込額に基づき計

上しております。 

④役員賞与引当金 

同左 

  ― 

  

⑤災害損失引当金 

 東日本大震災に伴う原状回復費用

等の支出に備えるため、当連結会計

年度末における見積額を計上してお

ります。 
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 項目 
前連結会計年度

(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

(4)重要な外貨建資産負債の

換算基準 

外貨建金銭債権債務は、連結決算日の直

物為替相場により円貨に換算し、換算差

額は損益として処理しております。な

お、在外連結子会社の資産及び負債は、

決算日の直物為替相場により円貨に換算

し、収益及び費用は期中平均相場により

円貨に換算し、換算差額は純資産の部に

おける為替換算調整勘定及び少数株主持

分に含めて計上しております。 

同左 

(5)重要なヘッジ会計の方法 ①ヘッジ会計の方法 

通貨スワップについては振当処理の

要件を充たしている場合は振当処理

を、金利スワップについて特例処理

の要件を充たしている場合には特例

処理を採用しております。 

①ヘッジ会計の方法 

同左 

  ②ヘッジ手段とヘッジ対象 

ヘッジ手段    ヘッジ対象 

通貨スワップ   外貨建社債 

金利スワップ   借入金 

②ヘッジ手段とヘッジ対象 

同左  

  ③ヘッジ方針 

為替変動リスクをヘッジする為、外

貨建社債の元利金について通貨スワ

ップを、金利変動リスクをヘッジす

る為金利スワップを利用し、原則と

してヘッジ対象の100％をヘッジする

方針であります。 

③ヘッジ方針 

同左 

  ④ヘッジ有効性評価の方法 

ヘッジ手段の想定元本とヘッジ対象

に関する重要な条件が同一であり、

かつヘッジ開始時及びその後も継続

して相場変動及びキャッシュ・フロ

ー変動を完全に相殺することを判定

しております。 

ただし、特例処理によっている金利

スワップについては、有効性の評価

を省略しております。 

④ヘッジ有効性評価の方法 

同左 

(6）のれんの償却方法及び

償却期間  

  

  

  

  

(7)連結キャッシュ・フロー

計算書における資金の範

囲 

― 

  

  

        

  

  

― 

 のれん及び平成22年３月31日以前に

発生した負ののれんの償却について

は、投資ごとにその効果の発現する期

間を見積り、20年以内の定額法により

償却を行っております。 

  

 手許現金、随時引き出し可能な預金

及び容易に換金可能であり、かつ、価

値の変動について僅少なリスクしか負

わない取得日から３ヶ月以内に償還期

限の到来する短期投資からなっており

ます。  

  

(8)その他連結財務諸表作成

のための基本となる 

  重要な事項 

①消費税等の会計処理の方法 

税抜方式によっております。 

①消費税等の会計処理の方法 

同左 
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 項目 
前連結会計年度

(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

５．連結子会社の資産及び負

債の評価に関する事項 

連結子会社の資産及び負債の評価につい

ては、全面時価評価法を採用しておりま

す。 

― 

６．のれん及び負ののれんの

償却に関する事項 

のれん及び負ののれんの償却については、

投資ごとにその効果の発現する期間を見積

り、20年以内の定額法により償却を行って

おります。 

― 

７．連結キャッシュ・フロー

計算書における資金の 

  範囲 

手許現金、随時引き出し可能な現金及び

容易に換金可能であり、かつ、価値の変

動について僅少なリスクしか負わない取

得日から３ヶ月以内に償還期限の到来す

る短期投資からなっております。 

― 
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（7）連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更

前連結会計年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

― 

  

(資産除去債務に関する会計基準の適用) 

 当連結会計年度より、「資産除去債務に関する会計

基準」(企業会計基準第18号 平成20年３月31日)及び

「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」(企業会

計基準適用指針第21号 平成20年３月31日)を適用して

おります。 

 なお、これによる当連結会計年度の営業利益、経常

利益及び税金等調整前当期純利益に与える影響はあり

ません。 

(企業結合に関する会計基準等の適用) 

 当連結会計年度より、「企業結合に関する会計基

準」(企業会計基準第21号 平成20年12月26日)、「連

結財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第22号 

平成20年12月26日)、「『研究開発費等に係る会計基

準』の一部改正」(企業会計基準第23号 平成20年12月

26日)、「事業分離等に関する会計基準」(企業会計基

準第７号 平成20年12月26日)、「持分法に関する会計

基準」(企業会計基準第16号 平成20年12月26日公表

分)及び「企業結合会計基準及び事業分離会計基準に関

する適用指針」(企業会計基準適用指針第10号 平成20

年12月26日)を適用しております。  

  

（8）表示方法の変更

前連結会計年度 
（自 平成21年４月１日 
至 平成22年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成22年４月１日 
至 平成23年３月31日） 

― 

  

 (連結損益及び包括利益計算書関係) 

   当連結会計年度より、「連結財務諸表に関する会

計基準」(企業会計基準第22号 平成20年12月26日)

に基づき、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法

に関する規則等の一部を改正する内閣府令」(平成

21年３月24日 内閣府令第５号)を適用し、「少数

株主損益調整前当期純利益」の科目で表示しており

ます。 

  

 (連結キャッシュ・フロー計算書) 

   前連結会計年度において、「営業活動によるキャ

ッシュ・フロー」に表示しておりました「その他の

流動資産の増減額(△は増加)」、「その他の流動負

債の増減額（△は減少）」、「未払費用の増減額

（△は減少）」は、重要性を考慮し、当連結会計年

度より営業活動によるキャッシュ・フローの「その

他」に含めて表示しております。 

   なお、当連結会計年度の「その他」に含まれる

「その他の流動資産の増減額（△は増加）」は

百万円、 「その他の流動負債の増減額（△は減

少）」は 百万円、「未払費用の増減額（△は

減少）」は 百万円であります。 

299

△139

258

－ 
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（9）追加情報

前連結会計年度 
（自 平成21年４月１日 
至 平成22年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成22年４月１日 
至 平成23年３月31日） 

―    当連結会計年度より、「包括利益の表示に関する会

計基準」(企業会計基準第25号 平成22年６月30日)を

適用しております。ただし、「その他の包括利益累計

額」及び「その他の包括利益累計額合計」の前連結会

計年度の金額は、「評価・換算差額等」及び「評価・

換算額等合計」の金額を記載しております。 
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（10）注記事項

（連結貸借対照表関係）

前連結会計年度 
（平成22年３月31日） 

当連結会計年度 
（平成23年３月31日） 

※１．非連結子会社及び関連会社に対するものは次の 

   とおりであります。 

※１．非連結子会社及び関連会社に対するものは次の 

   とおりであります。 

投資有価証券(株式) 902百万円 投資有価証券(株式) 1,192百万円 

※２．担保に供している資産 ※２．担保に供している資産 

担保資産 担保資産 

受取手形及び売掛金   985百万円 

建物及び構築物   577  

機械装置及び運搬具   144  

土地   504  

計   2,212  

建物及び構築物    368   

    (125)  

機械装置及び運搬具    89   

    (89)  

土地    504   

計    962   

    (214)  

担保付債務 担保付債務 

短期借入金   1,197百万円 

一年内返済予定の 

長期借入金 

    

  407  

長期借入金   1,009  

計   2,614  

短期借入金    618 百万円 

    (232)  

一年内返済予定の 

長期借入金 

    

   150   

    (26)  

長期借入金    553   

    (66)  

計    1,322   

    (324)  

  

  

※３．有形固定資産の減価償却累計額 

 上記のうち( )内書は、工場財団抵当並びに当該債務 

を示しております。  

※３．有形固定資産の減価償却累計額 

69,137百万円 67,938百万円 
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（連結損益及び包括利益計算書関係）

前連結会計年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は
次のとおりであります。 

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は
次のとおりであります。 

運搬費 1,353百万円 

給料手当・賞与 2,817百万円 

退職給付費用 229百万円 

役員賞与引当金繰入額 21百万円

役員退職慰労引当金繰入額 19百万円 

減価償却費 342百万円 

研究開発費 1,495百万円 

運搬費 1,670百万円 

給料手当・賞与 3,341百万円 

退職給付費用 265百万円 

役員賞与引当金繰入額 96百万円

役員退職慰労引当金繰入額 20百万円 

減価償却費 313百万円 

研究開発費 1,697百万円 

※２．固定資産売却益のうち主要なものは次のとおりであ
ります。 

※２．固定資産売却益のうち主要なものは次のとおりであ
ります。 

建物 0百万円 

機械装置及び運搬具 7百万円 

土地 4百万円

その他 0百万円 

建物 21百万円 

機械装置及び運搬具 42百万円 

その他 0百万円 

※３．固定資産売却損のうち主要なものは次のとおりであ
ります。 

※３．固定資産売却損のうち主要なものは次のとおりであ
ります。 

機械装置及び運搬具 5百万円 

その他 0百万円 

機械装置及び運搬具 0百万円 

その他 0百万円 

※４．固定資産除却損のうち主要なものは次のとおりであ
ります。 

※４．固定資産除却損のうち主要なものは次のとおりであ
ります。 

建物及び構築物 9百万円 

機械装置及び運搬具  189百万円 

金型治工具  10百万円 

その他  1百万円 

建物及び構築物 32百万円 

機械装置及び運搬具  87百万円 

金型治工具  11百万円 

その他  12百万円 

※５．一般管理費及び当期製造費用に含まれる研究開発費 ※５．一般管理費及び当期製造費用に含まれる研究開発費

  1,495百万円   1,697百万円 

※６．減損損失 ※６．減損損失
当連結会計年度において、当社グループは以下の資
産グループについて減損損失を計上しました。 

当連結会計年度において、当社グループは以下の資
産グループについて減損損失を計上しました。 
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前連結会計年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

  

当社グループは原則として、事業用資産については
管理会計上の区分に基づいてグルーピングを行ってお
り、遊休資産については個別の資産ごとにグルーピン
グを行っております。 
当社の自動車部品生産設備のうち、当連結会計年度

末日現在において遊休状態にあり、かつ、今後の使用
見込や売却の予定がない設備について、その帳簿価額
を回収可能価額(備忘価額)まで減額し、減損損失とし
て特別損失に計上しております。  
フクダエンジニアリング㈱が所有する建物附属設備

及び土地については、フクダエンジニアリング㈱と渡
辺樹脂工業㈱との合併により、使用見込がなくなった
ため、その帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該
減少額を減損損失として特別損失に計上しておりま
す。 
なお、回収可能価額は、正味売却価額により測定

し、備忘価額等により評価しております。   

用途 種類 場所 
金額 

（百万円）

遊休資産 機械装置 

久喜事業所 

(久喜市 

菖蒲町)  

 138

遊休資産 
建物附属設備、 

土地  

フクダエンジ

ニアリング㈱ 

(埼玉県 

加須市)  

 12

当社グループは原則として、事業用資産については
管理会計上の区分に基づいてグルーピングを行ってお
り、遊休資産については個別の資産ごとにグルーピン
グを行っております。 
当社の自動車部品生産設備のうち、当連結会計年度

末日現在において遊休状態にあり、かつ、今後の使用
見込や売却の予定がない設備について、その帳簿価額
を回収可能価額(備忘価額)まで減額し、減損損失とし
て特別損失に計上しております。  
遊休資産の土地についてはその帳簿価格を回収可能

価格まで減額し、当該減少額を減損損失として特別損
失に計上しております。また、自動車部品生産関連設
備の一部については、対応する営業損益が継続してマ
イナスとなる為、回収可能価格（使用価値）まで減額
し、減損損失として特別損失に計上しております。 
なお、回収可能価額は、正味売却価額により測定

し、備忘価額等により評価しております。   

用途 種類 場所 
金額 

（百万円）

遊休資産 機械装置 

久喜事業所 

(埼玉県 

久喜市)  

 16

遊休資産 土地  埼玉県熊谷市  160

遊休資産 建物等  

亀山事業所 

(三重県  

亀山市） 

 15

遊休資産 土地 

フクダエンジ 

ニアリング㈱ 

(埼玉県 

加須市)  

 1

自動車部品

生産関連設備
機械装置  

エフイージ 

ー・デ・ケレ 

タロ・ソシエ 

ダアノニマ・ 

デ・カピタル 

バリアブレ 

(墨国ケレタ 

ロ州） 

 168

主な固定資産の種類ごとの金額は次のとおりです。 

建物及び構築物 9百万円 

機械装置及び運搬具  138百万円 

土地  3百万円 

計 151百万円 

主な固定資産の種類ごとの金額は次のとおりです。 

※７．災害による損失 
   東日本大震災による損失を計上しており、その内 
  訳は次のとおりです。  
   原状回復費用        434百万円 
   資産の滅失損失       166百万円  
   操業休止期間中の固定費    59百万円 
   その他           189百万円 
    計            849百万円 
「なお、上記金額には災害損失引当金繰入額 百万円を
含んでいます。」  

建物及び構築物 15百万円 

機械装置及び運搬具 185百万円 

什器備品 0百万円 

金型治工具 0百万円 

土地  162百万円 

電話加入権 0百万円 

計 363百万円 

615

㈱エフテック（7212）平成23年3月期決算短信

27



前連結会計年度（自平成21年４月１日 至平成22年３月31日） 

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項 

  

２．配当に関する事項 

(1）配当金支払額 

該当事項はありません。  

  

(2）基準日が当期に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌期となるもの 

  

（連結株主資本等変動計算書関係）

  
前連結会計年度末
株式数（千株） 

当連結会計年度増
加株式数（千株）

当連結会計年度減
少株式数（千株） 

当連結会計年度末
株式数（千株） 

発行済株式         

普通株式  12,390  －  －  12,390

合計  12,390  －  －  12,390

自己株式         

普通株式  34  －  －  34

合計  34  －  －  34

(決議) 株式の種類 
配当金の総額 

(百万円)  
配当の原資 

 １株当たり 

配当額(円)
基準日  効力発生日 

 平成22年６月24日 

定時株主総会  
 普通株式  185 利益剰余金  15 平成22年３月31日 平成22年６月25日
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当連結会計年度（自平成22年４月１日 至平成23年３月31日） 

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項 

  

２．配当に関する事項 

(1）配当金支払額 

  

(2）基準日が当期に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌期となるもの 

  次のとおり、決議を予定しております。 

  

  

  
前連結会計年度末
株式数（千株） 

当連結会計年度増
加株式数（千株）

当連結会計年度減
少株式数（千株） 

当連結会計年度末
株式数（千株） 

発行済株式         

普通株式  12,390  －  －  12,390

合計  12,390  －  －  12,390

自己株式         

普通株式  34  0  －  34

合計  34  0  －  34

(決議) 株式の種類 
配当金の総額 

(百万円)  
配当の原資 

 １株当たり 

配当額(円)
基準日  効力発生日 

 平成22年６月24日 

定時株主総会  
 普通株式   185  利益剰余金   15 平成22年３月31日 平成22年６月25日

 平成22年11月９日 

取締役会  
 普通株式   161  利益剰余金   13 平成22年９月30日 平成22年12月１日

(決議) 株式の種類 
配当金の総額 

(百万円)  
配当の原資 

 １株当たり 

配当額(円)
基準日  効力発生日 

 平成23年６月23日 

定時株主総会  
 普通株式  86 利益剰余金  7 平成23年３月31日 平成23年６月24日

（連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前連結会計年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

※１．現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表に

掲記されている科目の金額との関係 

※１．現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表に

掲記されている科目の金額との関係 

(平成22年３月31日現在) (平成23年３月31日現在) 

現金及び預金勘定 4,962百万円 

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △11百万円

現金及び現金同等物 4,951百万円 

現金及び預金勘定 6,320百万円 

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △3百万円

現金及び現金同等物 6,317百万円 

  ２．重要な非資金取引の内容 

  当連結会計年度に新たに計上したファイナンス・

リース取引に係る資産及び債務の額は、それぞれ

百万円であります。  844

  ２．重要な非資金取引の内容 

  当連結会計年度に新たに計上したファイナンス・

リース取引に係る資産及び債務の額は、それぞれ

百万円であります。  522
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前連結会計年度（自平成21年４月１日 至平成22年３月31日） 

 当連結グループはシャーシ部品等の自動車機能部品の製造販売を主事業としている専門メーカーであり、

「自動車部品関連事業」の売上高、営業利益及び資産の金額は、全セグメントの売上高の合計、営業利益及

び全セグメント資産の金額の合計額に占める割合がいずれも90％超であるため、事業の種類別セグメント情

報の記載を省略しております。 

前連結会計年度（自平成21年４月１日 至平成22年３月31日） 

 （注）１．国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。  

２．本邦以外の区分に属する主な国又は地域 

(1）北米………米国、カナダ、メキシコ 

(2）アジア……フィリピン、中国、タイ 

    ３．「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」４．(２)①(会計方針の変更)に記載のとおり、当連結

会計年度より建物、車種別専用設備(機械装置)及び金型治工具を除く有形固定資産の減価償却方法を定率法

から定額法に変更しております。この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べて営業損失が「日本」で

百万円減少しております。 

４．「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」４．(３)②(追加情報)に記載のとおり、当連結会計年

度より規約型確定給付企業年金制度に移行しております。この移行に伴う会計処理については、「退職給付

制度間の移行等に関する会計処理」(企業会計基準適用指針第１号)を適用しております。この変更に伴い、

当連結会計年度の営業損失は「日本」で 百万円増加しております。 

  

前連結会計年度（自平成21年４月１日 至平成22年３月31日） 

 （注）１．国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

２．各区分に属する主な国又は地域 

(1）北米………米国、カナダ、メキシコ 

(2）欧州………英国 

(3）アジア……フィリピン、中国、インド、タイ 

３．海外売上高は、当社および連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 

（セグメント情報等）

ａ．事業の種類別セグメント情報

ｂ．所在地別セグメント情報

  
日本 

（百万円） 
北米

（百万円） 
アジア

（百万円） 
計

（百万円） 

消去又は全
社 
（百万円） 

連結
（百万円） 

Ⅰ 売上高及び営業損益             

売上高             

(1)外部顧客に対する売上高  42,034  54,953  25,141  122,129  －  122,129

(2)セグメント間の内部売上

高 
 8,796  570  1,039  10,406  (10,406)  －

計  50,831  55,523  26,181  132,535  (10,406)  122,129

営業費用  50,940  53,527  23,373  127,840  (11,077)  116,763

営業利益（又は営業損

失） 
 (109)  1,996  2,807  4,694  670  5,365

Ⅱ 資産  49,306  33,296  19,570  102,174  (18,137)  84,037

302

56

ｃ．海外売上高

  北米 欧州 アジア 計

Ⅰ 海外売上高（百万円）  54,972  323  25,410  80,706

Ⅱ 連結売上高（百万円）  －  －  －  122,129

Ⅲ 連結売上高に占める海外売上高の

割合（％） 
 45.0  0.3  20.8  66.1
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当連結会計年度（自  平成22年４月１日  至  平成23年３月31日） 

    １．報告セグメントの概要 

 当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営

資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

 当社は、自動車部品等を生産・販売しており、国内においては当社を含め４社が、海外においては北米 

４社、アジア７社の、各地域の各現地法人がそれぞれ担当しております。現地法人は各々独立した経営単位で

あり、各地域の包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。 

 したがって、当社は、生産・販売体制を基礎とした地域別のセグメントから構成されており、「日本」、

「北米」、及び「アジア」の３つを報告セグメントとしております。 

   

  ２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法 

 報告されている報告セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」

における記載と同一であります。  

 報告セグメントの利益は、営業利益(のれん償却前)ベースの数値であります。 

 セグメント間の内部収益及び振替高は市場実勢価額に基づいております。  

  

  ３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報 

 当連結会計年度(自 平成22年４月１日 至 平成23年３月31日) 

                (単位：百万円)  

   

  ４．報告セグメント合計額と連結財務諸表計上額との差額及び当該差額の主な内容（差異調整に関する事項） 

                       (単位：百万円) 

                       (単位：百万円) 

  

  （追加情報） 

 当連結会計年度より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年3月27

日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20年3

月21日）を適用しております。  

ｄ．セグメント情報

  
報告セグメント 合計  

日本  北米  アジア    

売上高         

外部顧客への売上高  45,537 63,660 28,508 137,706

セグメント間の内部

売上高又は振替高 
 11,975 592 1,475 14,043

計   57,512 64,252 29,984 151,750

セグメント利益   1,213 3,806   2,898 7,918

セグメント資産   46,106  32,042  20,972  99,122

利益  金額  

報告セグメント計  7,918

セグメント間取引消去  50

のれんの償却額   △135

連結財務諸表の営業利益 7,832

資産  金額  

報告セグメント計  99,122

セグメント間取引消去  △18,901

連結財務諸表の資産合計 80,220
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 （注） １株当たり当期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、 

     以下のとおりであります。 

 (注)円貨建転換社債型新株予約権付社債は、平成23年3月14日に満期償還しております。 

  

  

 リース取引関係、関連当事者情報、税効果会計関係、金融商品関係、有価証券関係、デリバティブ取引関係、退職給付

関係、賃貸等不動産関係に関する注記事項については、決算短信における開示の必要性が大きくないと考えられるため開

示を省略しております。  

  

  

  

前連結会計年度(自 平成21年４月１日 至 平成22年３月31日) 

(連結子会社同士の合併) 

 平成22年４月１日をもって、米国子会社であるエフアンドピーアメリカ・マニュファクチャリング・インコーポレ

ーテッドとエフアンドピージョージア・マニュファクチャリング・インコーポレーテッド及びエフテックノースアメ

リカ・インコーポレーテッドの合併と、加国子会社であるエフアンドピー・マニュファクチャリング・インコーポレ

ーテッドとダイナミグ・マニュファクチャリングオブ・ストラッドフォード・インコーポレーテッドの合併をいたし

ました。 

１．合併の目的  

 世界的な不況による自動車業界の厳しい経営環境の下、分散化した経営資源を集中し、生産変動にフレキシブルに

対応できる経営体制の強化・充実を目的としております。 

（１株当たり情報）

前連結会計年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

１株当たり純資産額 円09銭1,061

１株当たり当期純利益金額 円 銭198 92

潜在株式調整後１株当たり 

当期純利益金額 
円 銭181 87

１株当たり純資産額 円 銭1,161 67

１株当たり当期純利益金額 円91銭246

潜在株式調整後１株当たり 

当期純利益金額 
円45銭227

  
前連結会計年度

(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当連結会計年度
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

１株当たり当期純利益金額     

当期純利益（百万円）  2,457  3,050

普通株主に帰属しない金額（百万円）  －  －

普通株式に係る当期純利益（百万円）  2,457  3,050

期中平均株式数（千株）  12,355  12,355

      

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額      

当期純利益調整額（百万円）  △3  △2

普通株式増加数（千株）  1,142  1,045

（うち転換社債型新株予約権付社債）  (1,142)  (1,045)

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整

後１株当たり当期純利益の算定に含めなか

った潜在株式の概要 

   － － 

（開示の省略）

（重要な後発事象）
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２．合併の要旨   

（1）合併当事会社における合併の日程  

 平成22年2月15日 合併決議取締役会 

 平成22年2月15日 合併承認臨時株主総会 

 平成22年4月１日 合併の期日（効力発生日） 

  

３．合併当事会社の概要 

 ①米国                                  （平成22年3月31日現在） 

  存続会社 消滅会社 消滅会社 

（１）商号 

エフアンドピーアメリカ・

マニュファクチャリング・

イ ン コ ー ポ レ ー テ ッ ド

エフアンドピージョージア・

マニュファクチャリング・

イ ン コ ー ポ レ ー テ ッ ド

エフテックノースアメリカ・

イ ン コ ー ポ レ ー テ ッ ド

（２）主な事業内容 自動車部品の製造 自動車部品の製造 北米事業統括会社 

（３）設立年月日 平成５年７月 平成12年10月 平成15年４月 

（４）本店所在地 
2101 CORPORATE DRIVE, 

TROY,OHIO 45373  

88 ENTERPRISE DRIVE, 

ROME,GEORGIA 30161  

2101 CORPORATE DRIVE, 

TROY,OHIO 45373  

（５）代表者 代表取締役社長 藤瀧 一 代表取締役社長 瀧本 敬士 代表取締役社長 山野 正史

（６）資本金 3,600万米ドル 3,680万米ドル 2万米ドル 

（７）発行済株式総数 3,600株 368,000株 20株 

（８）純資産 5,687万米ドル 2,585万米ドル 26万米ドル 

（９）総資産 13,550万米ドル 6,967万米ドル 98万米ドル 

（10）決算期 3月31日 ３月31日 ３月31日 

（11）従業員数  664人  309人 16人  

（12）大株主 

   及び持株比率 

 株式会社エフテック  47.2%

 エフアンドピー・ 

 マニュファクチャリング 

 インコーポレーテッド 27.8%

 スチールサミット.インターナ 

 ショナル.インク    20.0%

 住友商事株式会社    5.0%

 株式会社エフテック  33.7%

 エフアンドピー・ 

 マニュファクチャリング 

 インコーポレーテッド 30.0% 

 エフアンドピーアメリカ・ 

 マニュファクチャリング   

 インコーポレーテッド 30.0%

 スチールサミット.インターナ 

 ショナル.インク     5.0%

 住友商事株式会社    1.3%

 エフアンドピーアメリカ・

 マニュファクチャリング 

 インコーポレーテッド  80.0%

  

 株式会社エフテック   20.0%
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 ②加国                                  （平成22年3月31日現在） 

  

４．企業結合の法的形式 

 ①米国 

 エフアンドピーアメリカ・マニュファクチャリング・インコーポレーテッドを存続会社とし、エフアンドピージョ

ージア・マニュファクチャリング・インコーポレーテッドとエフテックノースアメリカ・インコーポレーテッドを消

滅会社とする吸収合併 

  

 ②加国 

 エフアンドピー・マニュファクチャリング・インコーポレーテッドを存続会社とし、ダイナミグ・マニュファクチ

ャリングオブ・ストラッドフォード・インコーポレーテッドを消滅会社とする吸収合併 

  

５．統合後企業の名称 

 ①米国 

 エフアンドピーアメリカ・マニュファクチャリング・インコーポレーテッド（F＆P AMERICA MFG.,INC） 

  

 ②加国 

 エフアンドピー・マニュファクチャリング・インコーポレーテッド（F＆P MFG.,INC） 

  

  存続会社 消滅会社 

（１）商号 

  

エフアンドピー・マニュファクチャリング・

インコーポレーテッド 

  

ダイナミグ・マニュファクチャリングオブ・

ストラッドフォード・インコーポレーテッド

（２）主な事業内容 自動車部品の製造 自動車部品の製造 

（３）設立年月日 昭和61年10月 平成9年2月 

（４）本店所在地 
1 Nolan Rd., P.O. Box 4000, Tottenham, 

Ontario L0G 1W0 

275 Wright Blvd., P.O.Box 1123, 

Stratford, Ontario N5A 7Y1 

（５）代表者 代表取締役社長 佐野 秀夫 代表取締役社長 森 政博 

（６）資本金 4,340万加ドル 1,500万加ドル 

（７）発行済株式総数 4,340株 15,000,000株 

（８）純資産 10,206万加ドル 1,712万加ドル  

（９）総資産 12,547万加ドル 6,248万加ドル 

（10）決算期 3月31日 3月31日 

（11）従業員数   630人 414人  

（12）大株主及び 

持株比率 

 株式会社エフテック         55.0%

 アメリカンホンダモーターカンパニー・ 

 インコーポレーテッド        35.0% 

 スチールサミットインターナショナル・ 

 インク                8.0%

 住友商事株式会社          2.0%

 株式会社エフテック               66.7%

 スチールサミットインターナショナル・ 

 インク                             16.0%

 フクダエンジニアリング株式会社     13.3%

 住友商事株式会社          4.0%
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６．合併比率、合併交付金の額、合併により発行する株式の種類及び数、増加すべき資本等の額、引き継ぐ資産・ 

   負債の額 

 ①米国 

 （1）合併比率 

 エフアンドピーアメリカ・マニュファクチャリング・インコーポレーテッドは存続会社となり、エフアンドピ 

ージョージア・マニュファクチャリング・インコーポレーテッドの株式100株につきエフアンドピーアメリカ・ 

マニュファクチャリング・インコーポレーテッドの株式0.953株、エフテックノースアメリカ・インコーポレ 

ーテッドの株式10株につきエフアンドピーアメリカ・マニュファクチャリング・インコーポレーテッドの株式 

25.048株の割合をもって割り当てる。 

また、エフアンドピーアメリカ・マニュファクチャリング・インコーポレーテッドの株式１株につき1.964株 

の無償割当を実施する。なお、エフアンドピーアメリカ・マニュファクチャリング・インコーポレーテッドが 

保有しているエフアンドピージョージア・マニュファクチャリング・インコーポレーテッド株式及びエフテック 

ノースアメリカ・インコーポレーテッド株式については消却する。 

 （2）合併交付金 

 合併交付金の支払いは行っておりません。 

 （3）合併により発行する株式の種類及び数 

  普通株式 6,176.5株 

 （4）増加すべき資本等の額 

  資本金及び資本準備金の増加はありません。 

 （5）合併により引き継ぐ資産・負債の額 

  資産  7,066万米ドル 

  負債  4,454万米ドル 

  

 ②加国 

 (1)合併比率 

 エフアンドピー・マニュファクチャリング・インコーポレーテッドは存続会社となり、ダイナミグ・マニュフ 

ァクチャリングオブ・ストラッドフォード・インコーポレーテッドの株式10,000株につきエフアンドピー・マ 

ニュファクチャリング・インコーポレーテッドの株式0.800株の割合をもって割り当てる。また、エフアンド 

ピー・マニュファクチャリング・インコーポレーテッドの株式１株につき1.534株の無償割当を実施する。 

  

 （2）合併交付金 

  合併交付金の支払いは行っておりません。 

 （3）合併により発行する株式の種類及び数 

  普通株式 122,000,000株 

 （4）増加すべき資本等の額 

  資本金及び資本準備金の増加はありません。 

 （5）合併により引き継ぐ資産・負債の額 

  資産  6,248万加ドル 

  負債  4,536万加ドル 

  

７.配当起算日 

 ①米国 

  平成２２年４月１日 

  

 ②加国 

  平成２２年４月１日 

  

８．実施する会計処理の概要 

 「企業結合に係る会計基準」（企業会計審議会平成15年10月31日公表分）及び「企業結合会計基準及び事業分離等

会計基準に関する適用指針」（企業会計基準委員会 企業会計基準適用指針第10号 平成19年11月15日公表分）に基

づき、共通支配下の取引として会計処理を実施する予定です。 

  

当連結会計年度(自 平成22年４月１日 至 平成23年３月31日) 

 該当ありません。  
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５．個別財務諸表 
（１）貸借対照表 

（単位：百万円）

前事業年度 
(平成22年３月31日) 

当事業年度 
(平成23年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 338 387

受取手形 9 28

売掛金 6,380 4,109

商品及び製品 283 531

仕掛品 1,027 1,105

原材料及び貯蔵品 427 482

前払費用 17 19

未収入金 831 1,023

その他 21 43

貸倒引当金 △66 △0

流動資産合計 9,272 7,730

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 6,005 5,646

構築物（純額） 366 314

機械及び装置（純額） 5,922 5,029

車両運搬具（純額） 10 14

金型治工具（純額） 210 319

什器備品 (純額） 191 190

土地 4,059 3,998

リース資産（純額） 549 532

建設仮勘定 435 575

有形固定資産合計 17,750 16,622

無形固定資産   

ソフトウエア 207 229

ソフトウエア仮勘定 443 537

その他 8 7

無形固定資産合計 658 774

投資その他の資産   

投資有価証券 451 406

関係会社株式 14,952 14,888

従業員長期貸付金 4 3

関係会社長期貸付金 95 90

その他 267 179

貸倒引当金 △80 △75

投資その他の資産合計 15,690 15,492

固定資産合計 34,100 32,888

資産合計 43,372 40,619
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（単位：百万円）

前事業年度 
(平成22年３月31日) 

当事業年度 
(平成23年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形 425 464

買掛金 4,597 2,880

短期借入金 1,560 3,720

1年内償還予定の社債 4,004 2,447

1年内返済予定の長期借入金 3,977 4,263

リース債務 447 398

未払金 1,580 1,942

未払費用 767 1,073

未払法人税等 34 34

預り金 83 50

設備関係支払手形 50 56

役員賞与引当金 21 96

災害損失引当金 － 615

その他 24 0

流動負債合計 17,573 18,041

固定負債   

社債 2,447 －

長期借入金 10,753 10,290

リース債務 143 137

繰延税金負債 245 212

退職給付引当金 1,018 840

役員退職慰労引当金 189 174

子会社支援引当金 669 480

その他 0 －

固定負債合計 15,467 12,134

負債合計 33,040 30,176

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,677 2,677

資本剰余金   

資本準備金 3,115 3,115

資本剰余金合計 3,115 3,115

利益剰余金   

利益準備金 170 170

その他利益剰余金   

退職手当積立金 14 14

海外投資積立金 300 300

別途積立金 2,365 2,365
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（単位：百万円）

前事業年度 
(平成22年３月31日) 

当事業年度 
(平成23年３月31日) 

繰越利益剰余金 1,329 1,497

利益剰余金合計 4,179 4,347

自己株式 △1 △2

株主資本合計 9,970 10,138

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 361 304

評価・換算差額等合計 361 304

純資産合計 10,332 10,442

負債純資産合計 43,372 40,619
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（２）損益計算書 

（単位：百万円）

前事業年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

売上高   

製品売上高 43,378 44,295

商品売上高 688 3,394

技術収入 2,962 3,139

売上高合計 47,030 50,830

売上原価   

製品売上原価 40,914 40,870

製品期首たな卸高 102 131

当期製品製造原価 40,944 40,919

合計 41,046 41,051

製品期末たな卸高 131 180

商品売上原価 443 2,489

商品期首たな卸高 151 130

当期商品仕入高 422 2,710

合計 574 2,840

商品期末たな卸高 130 350

売上原価合計 41,358 43,360

売上総利益 5,671 7,470

販売費及び一般管理費   

運搬費 826 970

役員報酬 170 216

給料 1,336 1,370

賞与 325 508

退職給付費用 214 247

役員賞与引当金繰入額 21 96

役員退職慰労引当金繰入額 16 15

法定福利費 283 304

福利厚生費 55 69

賃借料 74 57

租税公課 55 58

旅費及び交通費 173 221

減価償却費 192 169

研究開発費 1,450 1,664

その他 469 643

販売費及び一般管理費合計 5,666 6,616

営業利益 4 853
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（単位：百万円）

前事業年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

営業外収益   

受取利息 2 1

受取配当金 749 1,133

保証料 18 15

為替差益 2 2

その他 70 31

営業外収益合計 843 1,184

営業外費用   

支払利息 250 233

社債利息 63 52

外国源泉税 56 －

その他 9 9

営業外費用合計 379 294

経常利益 468 1,743

特別利益   

固定資産売却益 6 31

子会社支援引当金戻入額 － 188

貸倒引当金戻入額 197 71

特別利益合計 203 291

特別損失   

固定資産売却損 0 －

固定資産除却損 192 132

減損損失 140 193

子会社支援引当金繰入額 145 －

災害による損失 － 849

その他 0 39

特別損失合計 479 1,215

税引前当期純利益 192 818

法人税、住民税及び事業税 138 303

法人税等合計 138 303

当期純利益 54 515
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（３）株主資本等変動計算書 

（単位：百万円）

前事業年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

株主資本   

資本金   

前期末残高 2,677 2,677

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 2,677 2,677

資本剰余金   

資本準備金   

前期末残高 3,115 3,115

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 3,115 3,115

資本剰余金合計   

前期末残高 3,115 3,115

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 3,115 3,115

利益剰余金   

利益準備金   

前期末残高 170 170

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 170 170

その他利益剰余金   

退職手当積立金   

前期末残高 14 14

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 14 14

海外投資積立金   

前期末残高 300 300

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 300 300

別途積立金   

前期末残高 2,365 2,365

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 2,365 2,365
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（単位：百万円）

前事業年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

繰越利益剰余金   

前期末残高 1,274 1,329

当期変動額   

剰余金の配当 － △346

当期純利益 54 515

当期変動額合計 54 168

当期末残高 1,329 1,497

利益剰余金合計   

前期末残高 4,125 4,179

当期変動額   

剰余金の配当 － △346

当期純利益 54 515

当期変動額合計 54 168

当期末残高 4,179 4,347

自己株式   

前期末残高 △1 △1

当期変動額   

自己株式の取得 － △0

当期変動額合計 － △0

当期末残高 △1 △2

株主資本合計   

前期末残高 9,915 9,970

当期変動額   

剰余金の配当 － △346

当期純利益 54 515

自己株式の取得 － △0

当期変動額合計 54 167

当期末残高 9,970 10,138

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金   

前期末残高 171 361

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 190 △57

当期変動額合計 190 △57

当期末残高 361 304
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（単位：百万円）

前事業年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

純資産合計   

前期末残高 10,086 10,332

当期変動額   

剰余金の配当 － △346

当期純利益 54 515

自己株式の取得 － △0

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 190 △57

当期変動額合計 245 110

当期末残高 10,332 10,442
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該当事項はありません。 

  

（4）継続企業の前提に関する注記
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①代表者の異動予定  

   該当事項はありません。 

  

②その他の役員の異動  

  （1）新任監査役候補 

     監査役（社外）遠西 昭  

  

  （2）退任予定監査役 

     現 監査役(社外）寺尾 克志 

③就任予定日 

   平成23年6月23日   

６．その他

（1）役員の移動
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